






















































































































































の『尾張名所図会』は 1844 年（天保 15 年）刊
行である。窯の「1 立」とは窯 2 基を意味するの
で、【史料１】からは、北条村 9 基、瀬木村 2 基、




















































産　地 製　品 通　称 数　量 割合（％）
尾張 ･ 美濃 尾州様御国産 瀬戸焼 ･ 美濃焼 132208 俵 43.2
紀伊 紀州様御蔵入御国産 男山焼 45117 俵 14.8
肥前 松平肥前守様御国産 唐津焼 ･ 有田焼 24794 俵 8.1





筑前 筑前持下荷物 小石原焼 12185 俵 4
山城 京都焼 京焼 23165 俵 7.6
近江 信楽焼 信楽焼 25042 俵 8.2
和泉 堺擂鉢 8153 俵 2.7
尾張 常滑并細工物 常滑焼 23500 俵 7.7









































相手 居所 所在確認期間 仲間 備考
三河屋金右衛門 牛込牡丹屋敷 文化 6 ～安政 2 ○
中沢屋藤兵衛 霊岸嶋町 文化 6 ～安政 2 ○
西村屋勘兵衛 本銀町 2 丁目 文化 6 ～安政 6 ○
三木屋武兵衛 南新堀 1 丁目（天保 1）霊岸嶋町 文政 9 ～明治 2 ○
文政 9 年三木屋源七から改名、再加
入（文化 6 年～三木屋源七→文政 2
年休株）





天保 10 ～明治 2 ○ 天保 10 年松坂屋長右衛門より株式譲請
豊田屋久三郎 （慶応 3）坂本町 2 丁目坂本町1丁目（四日市町） 嘉永 4 ～明治 2 ○
高嶋屋藤右衛門 南新堀 1 丁目 嘉永 4 ～明治 2 ○
西浦屋五郎兵衛 堀留町 1 丁目 嘉永 4 ～明治 2 ○

















































































が荷物を必要とする場合は、荷物の 6 分の 1 を
今利屋・豊田屋に割り当てることを決めている。
連名をしている 5 軒の問屋は、【史料３】の 5 軒
のうち中沢屋藤兵衛を除いた 4 軒と前田（丸屋）












































































　【史料５①】は 1857 年（安政 4 年）の願書、【史

































































































一      円五郎殿出流之瓶るい・水鉢るいいろへ
〆








































表 3　1861 年 4 月三木屋武兵衛が仕入れた瓶類







（合計） 101 内 125 両
真焼上酢 1 45 匁
真焼半戸 1 45 匁
大釜上酢 37.5 3 112.5 匁
上間半戸 25 21 525 匁
上間半戸次物 22 8 176 匁
上夏半戸 21 2 42 匁
小ぶり上尺二半戸 10 110 匁
上尺半戸 8.5 6 51 匁
大釜小半戸 1 9 匁
小ぶり焼酎瓶 4 斗入 16 7 112 匁
焼酎瓶 3 斗入 12.5 4 50 匁
穴付焼酎瓶 2 斗入 12 6 72 匁
焼酎瓶 2 斗入 11 2 22 匁
焼酎瓶 1 斗 5 升入 9 4 36 匁
穴付焼酎瓶 1 斗入 8 8 64 匁
焼酎瓶 1 斗入 7.5 35 262.5 匁
焼酎瓶 1 斗入徳利 8.5 4 34 匁
上尺半戸頭□ 1 2.8 匁
上尺半戸大頭□ 1 3.5 匁
































































　徳利は 1 ～ 3 合程度の小容量のものから、5 合・
















うに、5 ～ 600 俵という単位で取引されている
のである。標準的には、1 升徳利なら 14 本、3















　熊本藩主への献上から約 25 年後、1858 年（安






年月 製品 数量 出荷主 受荷主













安政 5 年 12 月
丸形土瓶 32 入 9 俵
関治左衛門 三木屋武兵衛
口広土瓶 32 入 4 俵
火色急火焼 40 入 6 俵
大極上丸形小急火焼 50 入 1 俵
大極上丸形夏目小急火焼 50 入 1 俵
大極上ふじ形小急火焼 60 入 2 俵
大上丸形火色急火焼 54 入 2 俵
松本又四郎 三木屋武兵衛
夏目形火色急火焼 55 入 1 俵
上々夏目形火色急火焼 55 入 1 俵
中丸形急火焼 54 入 1 俵
下丸形急火焼 45 入 1 俵
丸形急火焼 45 入 1 俵
水こぼし 66 入 5 俵
大極上火色切立急火焼 40 入 4 俵
関平左衛門 三木屋武兵衛
大極上火色丸形急焼 1 俵（上 36･ 下 12）












































目は、「い印」の 3 ～ 4 合入「火色きひ正」503 個、
単価は「五〇」つまり 0.5 匁なので、急須 503
個分の代金は 251.5 匁ということを示している。
高嶋屋は 6 種類の急須を合わせて 3500 個近く仕
入れている。急須の単価は 0.3 匁から 0.65 匁と
かなり安価である。最も高い道明寺瓶と最も安い























































































































































































































































の 34 軒の得意先の預り料として関幸助は 1 年に
つき 8 両を支払うことになっている。
　【史料 14】は「万家督之控」に記された瀧田金
左衛門が 1862 年（文久 2 年）に手に入れた常滑














から買い取った得意先の内 7 軒を 3 名に転売する
つもりだったのが、半分を関幸助に 15 両で売り
渡すことに変更されたのであろうか。この時に関

















金」は 1 両余となり、預り料は金 1 分弱、代金

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































製品名 細目 単位 価格 キヅ物
八倉 1 1 匁 3 分 半額
大半 1 6 分 7 厘 半額
小八倉 1 8 分 4 厘 半額
内羽 1 1 匁 9 分 半額
広 1 3 匁 半額
九倉 1 4 匁 1 分 2 匁 9 分
大九倉 1 4 匁 6 分 3 匁 2 分
あいさ 1 5 匁 6 分 4 匁 4 分
中あいさ 1 7 匁 2 分 5 匁 8 分
大藍瓶 1 7 匁 9 分 6 匁 5 分
大夏目 1 2 匁 2 分 半額
小夏目 1 1 匁 4 分 半額
大々蓮 1 2 匁 9 分 半額
中大々 1 1 匁 7 分 半額
大蓮 1 1 匁 半額
すひつ 1 1 匁 3 分 半額
八寸井戸 1 3 匁 7 分 2 匁 8 分
八寸半井戸 1 1 匁 半額
たが 8 寸 1 4 匁 5 分 3 匁 7 分
たが 6 寸 1 2 匁 8 分 2 匁
くど 6 寸 1 2 匁 5 分 半額
くど 5 寸 1 1 匁 3 分 半額
小二尺 1 5 匁 6 分 4 匁 5 分
中二尺 1 6 匁 7 分 5 匁 5 分
大二尺 1 7 匁 8 分
半切 10 1 匁 7 分
大半切 10 4 匁 2 分
大半切 10 5 匁 5 分
小蓮 10 2 匁 9 分
中半 10 5 匁 3 分
中蓮 10 5 匁 8 分
大丸 10 1 匁 7 分
大丸さら 10 1 匁 7 分
大瓶子 10 1 匁 5 分
製品名 細目 単位 価格 キヅ物
はそり 10 10 匁
くど 5 升 10 7 匁 8 分
くど 4 升 10 6 匁
角火 8 寸 10 7 匁
角火 9 寸 10 8 匁 7 分
角火 尺 10 10 匁
角火 尺 1 10 12 匁
蚊いぶし 10 4 匁
蚊いぶし 大 10 6 匁 2 分
蚊いぶし 中 10 4 匁 5 分
大和風呂 10 5 匁 8 分
釣鐘 大 10 3 匁 5 分
釣鐘 10 2 匁 5 分
焼猫 10 2 匁 9 分
焼猫 大 10 3 匁 8 分
杁 尺 10 10 匁
樋 7 寸 10 7 匁
樋 5 寸 10 4 匁 1 分
樋 4 寸 10 2 匁 3 分
樋 3 寸 10 1 匁 7 分
印籠 4 寸 10 4 匁 1 分
印籠 3 寸 10 2 匁 9 分
大てぎ 10 4 匁 3 分
中てぎ 10 2 匁 9 分
角てき 10 2 匁 2 分
小くら 10 1 匁
仏供 小 10 1 匁 4 分
仏供 大 10 1 匁 7 分
ぬり 3 升 10 2 匁 8 分
ぬり 2 升 10 2 匁 6 分






























徳利が含まれている。米 1 升 80 文、酒 1 升 115




























風呂とともに、火色の 1 合徳利 10 本・黄色薬掛




















































































































1990 年 3 月）、赤羽一郎「随考・近世常滑甕
と武家の墓制」（楢崎彰一先生古希記念論文
集刊行会編『楢崎彰一先生古希記念論文集』、





































（26） 瀧田 24-11-29-6 など。
（27） 鮫焼の説明は『常滑陶器誌』による。











（37） 1872 年（明治 5 年）額田県物産分会社に
鑑札の下付を願い出ている瓶仲買は、瀧田金左
衛門・水野龍助・渡辺増右衛門・松下孫右衛門・
亀岡弥七・関幸助・関栄助・渡辺九郎兵衛・渡
辺新兵衛・鯉江佐平治の 10 名である。中野晴
久氏は、これらの瓶仲買の顔ぶれは幕末期から
大きな変動はないと推測している（前掲注（５）
の中野論文）。
（38） 加藤 9-277。
（39） 加藤 7-261-46。
（40） 乙川村「諸品直段書上帳」（『半田市誌』資
料編Ⅴ所収）。
（41） 加藤 10-161。
（42） 加藤 7-33-27。
（43） 加藤 7-33-22。
（44） 加藤 5-30。
（45） 加藤 11-60。
